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海洋・材料・プロセス分野の日本の強みを活かした海洋CDR（CO2除去

技術）を新領域として開拓し、持続可能な経済成長の実現に貢献する 

 

・ CO2 をはじめとする温室効果ガス排出量

の削減には、再生可能エネルギー導入や

省エネルギー推進が重要である。CO２排

出が避けられない鉄鋼・化学・セメント等

の産業においては、脱炭素化の推進に加

えて、経済合理性を備えたネガティブエミ

ッション技術の導入が不可欠である。 

・ CO2 除去技術（CDR）は、大気からの

CO2 吸収アプローチに基づいて工業的ア

プローチと自然ベースアプローチに大別

されるが、工業的アプローチは CO2 除去

ポテンシャル、固定の恒久性、MRV（測

定・報告・検証）、回収 CO2 可用性の観点

から優位性を有する。 

・ 海水中には大気中の約 100 倍の CO2が

存在しており、直接海洋吸収（DOC）や海

洋アルカリ化（OAE）といった海洋 CDR

の工業的技術は、大規模かつ低コストでの

CO2 除去が期待され、国際的にも関心が

高まっている。しかし、CO2 除去ポテンシ

ャルは大きいにもかかわらず、国内での

開発は十分に行われていない。 

・ 海洋 CDR の工業的技術は、国内の材料

や膜の技術の優位性を活かせる領域であ

り、開発による発展可能性が高く、低コス

ト化に向けた革新的な技術開発が期待さ

れる。

 

 

CO2回収・貯留技術の除去ポテンシャル、技術成熟度および国内の更なる研究開発によるメリット 
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